








歴史地理学調査報告 第12号 93、1112006   
明治期西浦賀における問屋の経常の変遷  
一宮井家と清書丸の航海を中心として－  















Ⅱ 近世後期の浦賀湊と西浦賀商家  













































たのか，明治期を中心に考察する。   
まず，第Ⅱ章で近世後期から明治期の浦賀湊の  
様相と西浦賀の商家について概観した上で，第Ⅲ  
ー93－   
年（1841）に株仲間解散令が発令され，江戸を通  
過しない新たな流通ルートが各地に展開すること  











































































－94－   
庫・大坂・清水・沼津・浦賀・神奈川・江戸など，  

















第1表 東西有力商人の銘柄別米保有量（天保5年）  
米銘柄  
商人名  勢什  波川  三川  作州  芸州  貢賛州  筑前  豊前  豊後  肥前  肥後  相川  上総   俵数計（俵）  石数計（石）  
宮原屋与右衛門  1874  560  55  50  514  68  3121  125軋550  
東   299   1150  2759  
浦   75  685  
賀 商  50  420  120  590  
人  160  100  260   
計   2886  1459  274  420  299  100  75  170  1664  68  74・15  2811．958   
大黒崖儀兵衛  100  80  100  500  210  200   1450  
西  50  910  
浦  510  80   590   
賀 商  加波屋七兵衛  260  185  150  605  250．550   
人  尼屋喜太郎  120  150  155  100  525  210．000  
計   870  745  1035  100  80  100  500  80  100  50  210  200   4080  1825．250   
（鈴木亀二作成「有米取調帳」表によl）作成）  
勢州米 濃州米 三州米 作州米 芸州米讃州米筑前米豊前米豊後米肥前米 肥後米相州米 上総米 白米  
銘柄   
第1図 東西浦賀商人の銘柄別米保有量  
（「有米取調帳」表により作成）  





























Ⅲ 西浦賀宮井家と清書丸  















































を示した14）。   
西浦賀商人の屋号には，淡路屋・伊勢屋■紀伊  
－96－   
第2表 西浦賀商人の変遷  
天保5年（1834）   文政8年（1825）   明治32年（1899）  大正4年（1915）   
商人名  俵数  番組   町名  商人名   業種   商人名・店名   菜種   
大黒屋儀兵衛  1450   紺屋町  臼井儀兵衛  米雑穀肥料食塩廻船間置  
紀伊国屋六兵衛  910   
加渡屋七兵衛  605   
和泉屋太兵次  590   
尼屋喜太郎  525   
加渡屋喜右衛門  270   
加渡屋久兵衛  248   
上総屋久治郎  210   
紀伊国屋伊兵衛  190   
万屋清左衛門  150   紺屋町  宮井楢左衡門  米穀酒類穀物問屋  宮井店・宮井清一郎  酒類・米穀・塩元売捌所   
松崎屋与兵衛  150   2  
川津屋伊八  105   
淡路屋権右衛門  100   
伊勢屋曽右衛門  90   2  
岡田屋五郎兵衛  90   2  
伊勢屋長五郎  80   2  
加渡屋与八   80   2  
鎌倉屋伝六   70   3  
淡路屋小兵衛  60   宮下町  加藤小兵衛  米穀酒類食塩問屋  加藤小兵衛   酒掛米掛塩元売捌卸商   
笠屋庄九郎   60   
気仙足長七   50   
遠州屋忠蔵   38  
加渡屋太七   38  
石Jll忠右衛門  32   
江戸屋六兵衛  30   4   谷戸町  三次六兵衛  米穀酒類食塩肥料問屋  三次商店・三次大兵衛  米穀・酒類商   
川津屋又四郎  20  紺屋町  太田又四郎  米穀肥料食塩問屋  
伊勢屋喜兵衛  15  
雑貨屋新書   15  雑貨屋呉服店  
加渡屋久八   5   2  増田久八   醤油製造・米酒商   
























も寛延2年（1749）までに独立した。   
与右衛門の長子与十郎は病弱であったため，本  
－97－   
一，千六百石積廻船 壱堆   
石之船□□貴殿五厘方丈御加入被下，則加入銀   
四貰三百四拾壱匁五十四厘慎二講取申候，然ル   
上者毎年積切後年中勘定仕，徳用銀相渡可申   




















一，日本形 清書丸 壱根 来出シ諸道具附  
此御鑑札写左ニ  
（1916、1958）は化粧品推貨商に転じた。  




































第六百拾九号 尾張国知多郡  
定繋場常滑村海岸  
七百五拾石積日本形船  
船鑑札  清書丸  
知多郡常滑村百九拾八番地  
山本長次郎   
此□（剥離，代カ）金壱千弐百円也  




ー98－   
候，依テ売渡証書如件，   
明治十七年  
第十月十五日 尾州知多郡常滑村  
L日本長次郎  
代理同 林蔵（印）  




















われる。   
勘定帳には，下記のように清書丸の鑑札と船長  
の在籍証が筆写されている。  
第四十六号 定繋場  
相模国三浦郡浦賀港海岸  
九百八十五右横日本形船  
船鑑札  清書丸   
相模国三浦郡浦賀紺屋町人番地  
宮井晴左衛門  
（船長）在籍証   
愛知県尾張国知多郡  
写真1 明治38年（1905）頃の清書丸と浦賀港  
（宮井新一氏ご提供。）  


























三十七号（宋字，引用者）   
貫之部   
村澤宗十郎殿   
一，改良本斎田塩 五千俵  
弐拾七千八厘乗  
代金壱千参百九拾円也，   
一，同塩壱千参百俵  
弐拾九銭八厘薬  
代金参百八拾七円四拾銭   





氏神 神明宮  
右在籍相違無之者也   
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第3表 明治31年の晴喜丸の取引  
二＝土ゴ【羊ぢ  勘定  
rコ  
売償   日付   名前   品名  俵数  値段（円）  日付   内訳  金額（円）   
35  買  12／23（明治30年）  相澤宗十郎  本清田塩   8050  3356．600  1／19   残金  416．995  
売  1／19   宮井店   本斎田塩   8050  3870．354   航海諸経費  
利益  150．085  
36  買  3／4   山本忠兵衛  新斎田塩   6000  2280．000  訂18   残金   690．191  
柑揮宗十郎  阿波米   300  1989．080  航海諸経費  
4／3   黒田伝書  淡州米  200  利益   437．990  
口麦  100   
売  即18   店   新斎田塩  5950  
白口麦  100  
淡州米  500   
37  買  即20   村澤宗十郎  本斎田塩   6300  1777．400  9／18   残金   573．475  
天羽兵太郎  本斎田塩  2000．8  596．238  航海諸経費  265．660  
針18   宮井店   本斎田塩  8252  3022．711   利益  307．845  
38  買  9／30   小川博次郎  赤穂塩   2000  840．000  11／8   残金 199．500  
10／1   柴原九郎  赤穂塩   3600  1512．000  航海諸経費  190．109  
三木弥次郎  赤穂塩   100   42．000  利益   9．291  










宮井店   
一，改良丸俵本斎田塩八千三百俵  





〆金七拾五円五拾六銭八厘 仲買口銭引  
〆金弐千九百四拾七円拾四銭参厘  
三拾壱年九月十八日  







金弐百六十五円六十六銭也，   
上，金三百○七円ノし卜凹銭五厘 金利   






















































しくなってきていたと思われる。   
2点目は，運賃収入の増加である。明治34年  
（ユ901）にも石炭等の運賃を取っているが，明治  
第4表 明治35年の清喜丸の取引  
T†Tlエココ プC貝  
遜貨1｝  勘定  
号                   ／   充買  日付  名前  品名  俵数  値段（円）  日付  名前   品名  ・鼠  利益（円）  目付  内訳  金額（円）   
6  買  2／7  村澤宗十郎  石炭  193．468  3／9  残金  
吏羽長大郎  航海諸経費  
（高松市鶴屋町）   
山西庄五郎   利益   
売  3月  臼井文膚  本斎甜塩  8923  2563．139  
9  冨井店  本斎田塩  220  62．174   
4／7  太田酒蔵（筑前）  石油  2800相  171．000  不明  残金  
3／29  浅野出藁所（門司）  石油  1200柏  58．000  航海溺経費  
利益   
8  7ハ1  西村回漕部（神  
戸市栄町）   
冨井新店   渋  50樽  航海諸経費  
砂糖  11樽  利益   
素麺  120箱   
9  貫8′21   村澤宗十郎  1〔y13  残金  
天羽典夫郎  航海諸経費  
山西庄五郎   損   134，877  
売 肌3   宮井店  本蔚田塩  8000  3120．000   
侶非家所蔵「清音丸勘完帳」により作成）  
浅1）石炭は伊勢渡航嵐 磨砂は津積運賃拐と記され，「運賃取揚部」の記載ではないが，内答上「運賃」欄に加えた。  























引き継ぐ性格を有していたといえよう。   
























出荷 撫養 田淵清一郎殿   
受荷 浦賀 臼井儀兵ヱ殿   
一，官塩本斎田塩八千六百俵  
此斤参拾五万千参百九拾五斤   
百斤拾八銭割  






尾鷲町 山本仁右衛門殿出   
本八丁堀 移田五平殿揚   
一，木炭弐百四拾九銭也  
此運賃 金拾七円四拾三銭  












ている。   
第2図に，この年の清書丸の運賃を積出港別に  
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第5表 明治39年の清書丸の取引  
売買・運賃  勘定   
【：コ            号   日付  出荷  受荷   運賃   品名  畳  利益（円）  日付  内訳  金額（円）   
23  明治  司東支店（兵韓新  
38／12／25  川）   
12／28  中乾支店（神戸市  
貪曜切戸町）   
明治  官塩本斎田塩  8600俵  632．511  1／28  残金  
3討l／27   
航海諸経費  
利益   274．525   
24  3ノ1  榎木屋甲八（紀州  栂板   2515東  102．708  4／10  発会  
長島）   川）  
3／9  橋本江太郎（大阪，  鉱石   航海諸経費  
紀州知多郡丸山口  
方便）   
梅村藤助（北牟箪  木炭   300俵  21．600  利益  135．500  
郡船津村，尾鷲二  
柑八三郎催）   
麻生惣兵衛  木炭   150俵  10．800  
楠三郎兵衛（北牟  木炭   300俵  21．600  
婁郡船津）   湊町）  
沢慣共同組合（長  改良木炭  300俵  21．000  
島町）   町）  
玉村平助（北牟婁  木炭   179俵  12．888  
郡相賀村）   湊町）  
暖地助兵衛（船津  木炭   372俵  26．040  
村）   八十兵衛名代）  
橋本九市（相賀村）  秋田太郎兵衛（本  木炭   274俵  19．728  
湊町）  
山本仁右衛門（尾  木炭   249俵  17．400  
鷲町）   堀）  
土肥駒太郎（尾鷲）  線香   胡箱  6．160  
3／15  角村新三郎   （束京揚）  木炭   1108俵  49，242   
25  訂13  住田や（東京）  新盛回漕店（名コ  詩経貨  79．967  6／15  残金  
屋）  
討3  樫材  7．980  航海諸経費  
討11  モ軋曹店（常滑）  竹村商店（神戸）  土⊂］  123．292  利益   411．182  
討19  中野回漕店（常滑）  木村姦惣ニ（西大  白砂   3000俵  135．000  
寺）  
●  赤穂製塩株式会社  浦賀各店  特別赤穂  605．520   
26  即1  天羽兵太郎（撫養）  各家（浦賀）  本斉田塩  朗00俵  504．408  訂1  残金  504．408  
航汚諸経費  
利益  17臥648   
27  乱／16  経木屋売店（紀州  彼取合   500東  30．000  鋸24  残金  
長島）   川）  
申乾支店（兵庫切  ㊤板合   300束  18．000  航海諸経費  
戸町）  
鋸23  盛田洩書（尾州大  磨砂   3000俵  116．720  利益   208．872  
谷）   酉大寺）  
9／24  赤穂製塩株式会社  赤穂塩  3300臥  214．500  
（播州赤穂）   （浦賀）  
天羽兵太郎（阿州  本斎田塩  4840臥  290．400   
撫蕃）   
28  10侶  鹿田浅吉（大谷）  前田豊之助（播州）  甲砂  500俵  
膏フルイ   500俵   航海諸経費  
10／9  盛田浅吾（大谷）  木村嘉惣次（備前  甲砂  1600俵  利益   179．493  
西大寺町）  
乙砂  1600俵  
音砂  300俵   
12月  浦賀各家  本斎田塩  7900俵  474、∝旧  
柑付不軌   
嘗井口郎助ら3名  麦等    22．鋸0   
（宮＃家所蔵「清書丸勘定帳」により作成，網掛け部分は浦賀における取引）  





第2図 清書丸第23号～第28号航海の積出港別運賃  
（冨井家所蔵「清書丸勘定帳」により作成）  
。♂   
第3国 情喜丸第27号航海の寄港地  
（宮井家所蔵「明治三十九年懐中日記」により作成）  



































（中略）   







































よって行われるようになっていることがわかる。   
明治39年の浦賀における塩の販売先を見てみる  
－106－   
清書丸尾州大谷へ人津電来ル   
八月七日（火）   
銀行へ出勤  
（中略）   
内川より西瓜壱個蓮花到来   
清書丸金弐百三十円送（後略）  
八月八日（水）   
銀行へ出勤ス，臼井へ船渠株督促状出ス   
川辺町長来る，学校物置ノ件話シある   
又鉄道ノ件郡長より話シある  
八月九日（木）   
銀行へ出勤  
（中略）   
清書丸長島へ入津，板積入ル電入  
（後略）  
八月十日（金）   
分校教員五名川岸科口屋二階へ来る  
（後略）   
浅草弥兵次氏金証ノ件ニテ来る  


















銀行へ出勤，又臼井氏の件二付重役会を開，高   
橋，官与，三次，穴滞，冨井出席   
















い。   
明治39年の10月7日と9日に，清左衝門は浦賀  
ドックの株について情報を得ている。  
十月七日   
屋代氏東京より帰り，船渠株迫々高直二出来之   
由申来ル  
十月九日   
船渠株大引，六十三円五十銭東京大津より三次   


































している。   
また，6月と9月には西浦賀において祭が催さ  
れ，清左衛門は酒などを提供している。  
六月十五日   
演町為朝御輿巡行，御神酒弐升寄付  
九月十西日   
夜二人，各町提灯を飾ル   



































分校こテ生徒（瀬ノロノ女）俄二病気出張ス，   
川越先生来診，又学校へ備置用トシテ毛布ヲ買   
求ルコト小便松蔵こ申付ル  
「瀬ノロノ女」と清左衛門との関係は明らかで  
－108一   
九月十五日   
九時頃より御輿御巡行ニナル，各町警固出ル，   
酒肴馳走出ス，   





























西浦賀の中心的な商家へと成長した。   
3点日は，宮井家が政治的な有力者となり，浦  
賀ドック・鉄道・教育など近代の浦賀の発展を支  



























付 記  
本報告の作成にあたり，浦賀文化センターの皆様   
には資料の閲覧・複写にあたり，多くの便宜を因って   
いただきました。宮井新一氏，ビジネス旅館久八の皆   
様には貴重な史料をご提供いただき，多くのご教示   
を賜りました。山本詔一先生には，調査の全般にわた   
り，ご協力，ご助言をいただきました。歴史地理学研   

























































4）斎藤善之（2005）：近世的物流構造の解体，歴史学   
研究会・日本史研究会礪『日本史講座7 近世の解   
体』，東京大学出版会，99－131。  
5）加藤晴美・千鳥絵里（2006）：「浦賀湊の景観及び機   
能とその変容過程一西浦賀を中心として－」，歴史  
地理学調査報告，12。  
6う石井三郎兵衛「御奉行秋田中務様・太田道八梯御   
勤 天保七年申年 十組一件」（横須賀史学研究会   
（19即）：『相州三浦郡東浦賀村（石井三郎家文書）』   
第三巻，142～145）。浦賀商人等は返答書の引用部   
の前で，①天明期（1781、1788）に江戸間屋に揚げ  
るようになる以前から，浦賀で荷物を揚げていた   
こと，①廻船が江戸に入港してから帰帆する際に，   
浦賀で荷物を揚げているとは知らなかったことな  
どを主張している。  
7）「非常の節，浦賀商人が米などを上納することを申   

















浦賀商人番組名前書上」（前掲6）「商家見聞集」に   
収録，前掲3〕，982、985）から文政8年（1825）  
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33）三重県・尾鷲市役所（1969）：『尾鷲市史』上巻，353  
～360，586～608。  
34）慶応4年（1868）に江戸の廻船問屋が新政府の浦賀   
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